
北

5:投馬國
;水行南20日2万里
（1日千里換算）

6:邪馬壹國
;水行南10日1万里
（1日千里換算）
 陸行南30日

以北其戸数道里可得略載
（80カ国程度省略）
其余旁國遠絶不可得

楽浪郡

帯方郡

水行
7000余里

馬韓
辰韓

●

帯方郡より
女王國
邪馬壹國
に至る道程

水行1000余里

對海國（対馬）

水行1000余里

水行1000余里

瀚海

2:伊都國;東南300里

3:奴國;東南100里

4:不彌國；東100里

一大國（壱岐）

弁辰 狗邪韓國

5

末廬國:1 2

3
4

6

郡より女王國まで
万二千里

中国

女王國

●

斯馬國:7

百支國:8

伊邪國:8

都支國:10

彌奴國:11

好古都國:12

不呼國:13

姐奴國:14

對蘇國:15

蘇奴國:16

呼邑國:17

華奴蘇奴國:18

有鬼國:19
為吾國:20

鬼奴國:21

邪馬國:22

躬臣國:23

巴利國:24

支惟國:25

奴國:26

7 8
9
10
11
12
13
14
15 16
17
18
19
20
21
22
23 24
25 26

狗奴國●

邪馬壹國

女王國

倭種國：東水行1000余里

侏儒國：倭種國南、
　　　　女王國より4000余里

裸國
黒齒國

船行1年365x千里の距離（36万5千里）

侏儒國、裸國、黒齒國の位置
韓國

岩倉紙芝居館　古典館

倭の地は、周囲五千余里

郡から女王國まで万二千里と記している。

このため如何なる作図も成功しない。

地が絶えたり、連なったりしているというのは

島によって構成されているという認識であろう。

幾つの島から成るかは不明である。

水行は海ばかりと限らない。湖や川を考慮せね

ばならない。海岸線に沿って航海し、海流や風

などにも左右され、水、食糧の調達もあり実際

はかなり、ジグザクとしたものになる。

漢代の遠洋航海船は一週間で500ｋｍ航海可とさ

れる。1日70～80ｋｍの換算である。

魏志倭人伝では、帯方郡から拘邪韓國7000余里、

拘邪韓國から末廬國を3000余里で、1里0.4ｋｍを

適用すれば2800ｋｍ、1200ｋｍと、とんでもなく

異なるが、それぞれ7日、3日の航海と考え、里数を

積算したと考えておきたい。1日千里（海上7～80

ｋｍ）が実際に便利であったということになる。

（日本で古代船を再現して大阪から韓国まで1ヶ月

以上を要している。）

中国では倭の位置を朝鮮の南に設定する。これは

始皇帝以降、蓬莱が会稽・東冶の東にあるという

伝説にしばられ、それと関連づけられる倭もその

方面に結び付けようとする。また、侏儒國や黒齒國

をもこの方面に求めていた。

裸國や黒齒國へは航海1年とある。水は一週間

程度で腐るようで、500ｋｍ以上の航海は無理

とされる。島が都合よく点在していないと無理

である。というのは平成の人間の考えである。

瀛洲は会稽の地から七十万里東というなら、

裸國や黒齒國の倍東である。黒齒國の北に湯谷

があるというのが山海経であった。

つまり、太陽の出る方向とそこまでの距離を

想定して倭の位置を考えていることになる。

湯谷

裸國/黒齒國まで
東南36万5千里

十日

侏儒：小さな人、数寸から三尺

裸　：硬い毛が生えており、
　　洞窟に住み服を着ない。

黒齒：黒い歯、稲を食い蛇を
　　食う。（しかし、聡明）

周囲五千余里
の大きさ


